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広報つしま5

　11月5日。最後の朝鮮通信使から200周年を記念して開催された「朝鮮通信

使ゆかりのまち全国交流会対馬大会」において、対馬市民劇団：漁火によるミ
ュージカル「対馬物語」が上演され、全国から集まった朝鮮通信使縁地連絡協
議会関係者・宗家第36代当主：宗中正さんをはじめ、大勢の市民を魅了しました。�

座長　佐々木　達也さん�

　「この舞台がこけてしまったら、二度と対馬に演劇の土壌は育たない…」そんな気構

えで臨みました。5月に台本の読み合わせがはじまり、配役を決め、週1回の合同練習

となりました。仕事をしながらみんなが集まるのは大変でしたね。でも本番は120％の

出来だったと思います。ミュージカルを通じて、他の文化グループとコラボし、1つの

舞台をつくりあげたことが、何よりの感動でした。地域づくりを可能にする芝居の力で、

まだまだ融合できるし、対馬が誇れるものになるはずです。対馬をPRしていく1つの手

段として、この劇団が役割を担えればと思っています。

橘　厚志さん（宗家家老：柳川調信役）�
　歴史を知ることはとても大切ですが、かといって本を読むのも大変。ならば目に見

える形で歴史を追体験すれば、感動もついてきます。また、特異な文化を創出する過

程で他の文化活動グループとのコラボレーションは、演劇だけでなく多様な地域づく

りに直結します。そこに市民劇団の意義があると思います。今回、宗家ご家族にご来

席いただいたことも意義深く、対馬と旧対馬藩宗家の連携をますます親密にしてくれ

ることでしょう。　

宗中正さんご一家もご観覧�宗中正さんご一家もご観覧�

そうなかまさ
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